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　しあんくんは働く車が大好きで、パトカーやショベルカーのおもちゃがお気に入り。働
く車の動画を流すと、一生懸命に食い入るように見つめているのがかわいいです。タブレ
ットを出すと、動画が見られることがもう分かっているみたいです。
　それから果物も大好きで、ミカンやデコポンは酸っぱくてもパクパクと食べています。
ブドウを初めて食べた時には、あまりのおいしさにビックリした顔をしていました。旬の
時期は無心になって食べています。
　乗り物が好きなので、もう少し大きくなったら飛行機に乗せてあげたいです。旅行先で
いろんなものを見たり経験したりしてほしいですね。
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小野田
青砥　利浩さん（60歳）
　　富士美さん（56歳）
　　　史按くん（１歳）
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お役立ち掲示板

　フレミズ会は10月17日にキャンドル作り体
験教室を開き、ドライフラワーを蝋の中に入
れアロマで香りを付けたボタニカルキャンド
ルを作りました。部員11名が参加。思い思い
にドライフラワーやドライフルーツ、スパイス
を組み合わせて柄を作り、世界に一つだけのオ
リジナルのデザインを作製しました。講師には泉
区根白石にキャンドルショップ「Lamp of Hope」を

構える相原真也さんを招き、キャンドルを長く楽しむ
ためのコツや災害時の活用法などのアドバイスもいただ

きました。
　　　　また『家の光』セミナーとして、2022年２月号掲載の記事

「断捨離ダイアリー」を活用した講和も実施。毎日少しずつ片付けることで生活のゆとりを取り戻そうをテーマ
に、家の中を片付けるポイントを学びました。

女性部
の
活動

　活き生き会は10月25日に冬の玄関に飾る寄せ植え教室を開き、部
員５名が参加しました。講師には「やくらいナーセリー」の佐藤明
さんを招き、寒さに強い品種のビオラを10種類ほど用意。中には珍
しい形の品種もあり、参加者は「いろんな色があってかわいいね」
などと話しながら、鮮やかな花を思い思いに鉢に植えていきました。
　その後は、『家の光』のYouTube動画を使って研修を行いました。
座ったまま体を動かすことで、歩くために必要な下半身の筋肉を鍛
えることができる「椅子ウォーキング」や、手で体のあちこちをた
たいて歌に合わせて音を出す「ボディリズム」の動画を見ながら楽
しく学びました。

冬の庭先を彩る寄せ植え講習会本　部
活き生き会

▲植え方のコツを教
わりながら

金融共済部

Webマイページをご存じですか？
　Webマイページは24時間365日い
つでもどこでも、契約内容の確認や住
所の変更、自動車共済の継続手続き、
年末調整・確定申告に利用できる控除
証明データの取得などができます。た
だ今ステキな賞品が当たるキャンペー
ンを実施中！詳しくは共済センター
（TEL25-5510）へお問
い合わせください。

ボタニカルキャンドル作り本　部
フレミズ会

ランプ　 オブ　 ホープ

▲色とりどりの草花を投入
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〈全体運〉予定を詰め込み過ぎないように。できることから一つ一つ。下旬からは運気が上昇。良い
年越しになりそう〈健康運〉食べ過ぎに気を付けて。よくかんで食べると◎〈幸運の食べ物〉野沢菜

おうし



　

Ｊ
Ａ
は
９
月
９
日
、「
第
20
回
組
合
長
旗
争
奪
ス
ポ
ー
ツ
少
年
野
球
大
会
」
を
色

麻
町
屋
外
運
動
場
で
開
き
、
色
麻
小
あ
た
ご
ク
ラ
ブ
が
７
年
ぶ
り
に
優
勝
に
輝
き

ま
し
た
。
大
会
に
は
、
加
美
郡
内
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年
野
球
４
チ
ー
ム
が
出
場
し
、

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
で
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。
雨
が
降
っ
た
後
の
コ
ン
デ
ィ
シ

ョ
ン
の
悪
い
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
し
た
が
、
選
手
た
ち
は
爽
や
か
な
汗
を
流
し
な
が
ら

気
迫
あ
ふ
れ
る
プ
レ
ー
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

　

優
勝
し
た
色
麻
小
あ
た
ご
ク
ラ
ブ
は
チ
ャ
ン
ス
を
逃

さ
ず
着
実
に
点
を
重
ね
、
１
回
戦
、
決
勝
戦
と
も
に
逆

転
勝
利
と
な
り
ま
し
た
。
９
月
30
日
開
催
の
Ｊ
Ａ
共

済
少
年
野
球
大
会
宮
城
県
大
会
に
Ｊ
Ａ
加
美
よ
つ
ば

の
代
表
と
し
て
出
場
し
ま
し
た
。

　

地
域
住
民
と
次
世
代
を
担
う
若
者
と
の
積
極
的

な
ふ
れ
あ
い
活
動
と
し
て
始
ま
っ
た
本
大
会
は
、

今
回
20
回
目
の
節
目
を
迎
え
ま
し
た
。
出
場
し
た

チ
ー
ム
に
は
記
念
品
と
し
て
、
ボ
ー
ル
と
ソ
ッ

ク
ス
の
ほ
か
、
地
元
産
の
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ

ト
や
家
の
光
協
会
の
小
学
生
向
け
雑
誌
『
ち
ゃ

ぐ
り
ん
』
な
ど
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

結
果
は
左
記
の
通
り
で
す
。
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あ
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々
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け
ん
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け

せ
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は
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と

ち　
は
る

色麻小あ
たごクラ

ブが

７年ぶり
に優勝！色麻小あ

たごクラ
ブが

第20回

７年ぶり
に優勝！

Ｊ
Ａ
加
美
よ
つ
ば
組
合
長
旗
争
奪

ス
ポ
ー
ツ
少
年
野
球
大
会

色麻小あたごクラブ

小野田スターズ宮崎リトル山王

中新田ベースボールクラブ

色麻小あたごクラブ

小野田スターズ宮崎リトル山王

中新田ベースボールクラブ
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今月の営農情報
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▼

受賞を喜ぶ千葉さん親子

土金木水火月日
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○印が皆さんの休みの日です。

※ＪＡのＨＰでもご覧いただけます。

野菜出荷休日カレンダー（12月）
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　９月８日と９日に宮城県総合畜産共進会「肉用牛
の部」、28日に「乳用牛の部」が美里町のみやぎ総
合家畜市場で開催されました。４年ぶりに入場制限
がなかったということもあり、大勢の観客が訪れ盛
大に行われました。
　共進会は、生産農家と関係者が一堂に会し、家畜
改良及び飼養技術の向上に努力・研鑽した成果を披
露する大会です。各地区から選抜されたトップレベ
ルの牛が集い、改良の成果を競い合います。磨き抜
かれた牛の姿のほか、綱一本で牛を操る調教技術も
見どころです。
　この共進会で、加美よつば管内の生産者が見事入
賞しましたのでご紹介します。

 肉用牛の部
　宮崎区域の千葉康さんが第３区（経産牛）に出品
し、最優秀賞の１席となりました。

 乳用牛の部
　中新田区域の千葉義文さんが、第１区（生後12
カ月未満）と第３区（生後12カ月以上16カ月未
満）に出品。第１区では最優秀賞、第３区では名誉
賞となりました。
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（税込）９月子牛市場成績
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畜 産 情 報

宮城県総合畜産共進会が開催 ひか　　　る
【指導】
　畜産課　佐々木　輝　瑠

おめでとう
 ございます。

▼

２つの区で入賞した千葉さん



園 芸 情 報

小松菜を育ててみませんか？

 栽培方法
●圃場準備
　小松菜は土壌が酸性でも育ちますが、酸性の強い
畑ではは種２週間前に苦土石灰を入れて耕し、さら
に１週間前に元肥を入れて耕します。
　前作によっては、肥料分が多い場合があるので、
残肥を考慮して施肥しましょう。

●は種
　土の表面を平らにし、深さ１cmの溝を15cm間
隔で２列作ります。溝に１～２cm間隔で種をまき、
覆土して鎮圧したっぷり水をかけます。この時厚ま
きにならないように十分注意しましょう。
　プランターの場合は土が乾燥しやすいので、発芽
するまで濡れた新聞紙をかけておきましょう。

る　　　　か
【指導】
　園芸課　後　藤　瑠　伽

寒さが厳しい季節となってきました。
今回は１年中栽培可能な小松菜の育て方を紹介します。

●間引き
１回目：子葉が出てきた頃、生育の悪いものを間引

きます。
２回目：本葉が２～３枚になった頃、４～５cm間

隔になるように間引きます。

●追肥とかん水
　肥料は元肥のみを行うのが基本ですが、肥料不足
の場合は本葉２～３枚になった頃に液肥を施し、乾
燥が続く場合はかん水し、旺盛に育てましょう。
　また、多湿になると軟弱徒長しやすく病害も発生
が起こりやすくなるので、かん水は本葉３～４枚ま
でとします。
　生育後半は土壌を乾き気味に保ち、病害や軟弱徒
長を防ぐようにしましょう。

●収穫
　草丈が20～25cm程度になったら根も一緒に抜き
取り収穫します。収穫が遅れると繊維質が強くなり
すぎ、食味が低下するので注意しましょう。

～ポイント～
水やりは種が浮き出たり、流れたりしないよう
慎重に行いましょう。

～令和６年産の加工用トマト
　　　　　　　作付者を募集中～

～令和６年産の加工用トマト
　　　　　　　作付者を募集中～

　ＪＡ加美よつばが誇る６次化商品『とまとケチャッ
プ』の原料である、加工用トマトを一緒に作ってみま
せんか？
　現在、加工用トマトの栽培面積は年々減少しており
少ない作付面積からでも栽培は可能となります。また、
栽培講習会を２月に開催する予定ですので、ご興味の
ある方は、各拠点センター営農経済課もしくは営農セ
ンター内園芸課までご連絡ください。

《お問い合わせ先》園芸課　☎63－3761
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（7.23〜8.22）

〈全体運〉勢いのある好調運。強気で押せばなんとかなりそう。大事なことから取り組んで。
外食、レジャーが吉〈健康運〉スポーツを楽しんで。夜は早めに就寝を〈幸運の食べ物〉水菜



《作り方》
①鶏モモ肉は1.5cm角に切って塩・こしょうを振る。タマネ
ギは繊維に沿って薄切りにする。
②卵は卵白と卵黄に分け、卵白を軽く溶きほぐしておく。
③小さめのフライパンを中火にかけてバターを溶かし、鶏モモ
肉、タマネギの順に加えて炒める。焼き色が付いたらAを注
ぎ、弱火で温める。
④煮立ってきたら②の卵白を入れて、ザックリと混ぜて火を止
め、ザク切りにしたミツバを散らしてふたをする。
⑤ご飯を器に盛って④をのせ、粉チーズを振り、②の卵黄をの
せる。

鶏モモ肉………100ｇ
塩・こしょう…各少々
タマネギ………1/2個
卵………………２個
バター…………10ｇ
　　牛乳…200ml
　　顆粒スープのもと（洋風）…小さじ１
　　砂糖…小さじ１
　　塩……小さじ1/4
ミツバ……適量
ご飯………茶わん２杯分（約300ｇ）
粉チーズ…大さじ1/2

《材　料》（２人分）

おいしい
ミルクレシピ

牛乳をもっと食卓に

親子丼の新定
番

ホワイト親子
丼

出典●JミルクWEBサイト「ミルクレシピ」

手 軽 に 体 操

仕
事
の
合
間
に
ス
ト
レ
ッ
チ
で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
を
！

日
本
体
育
大
学
准
教
授 

● 

伊
藤
　
由
美
子

　
体
調
・
健
康
管
理
に
気
を
付
け

た
い
季
節
で
す
。
冬
に
な
る
と
空

気
が
乾
燥
し
、
室
内
は
暖
房
器
具

の
使
用
に
よ
っ
て
湿
度
が
下
が
り

ま
す
。
夏
の
シ
ー
ズ
ン
の
み
な
ら

ず
、
冬
場
に
お
い
て
も
水
分
補
給

を
お
忘
れ
な
く
お
過
ご
し
く
だ
さ

い
ね
。

　
さ
て
、
12
月
に
な
る
と
何
か
と

忙
し
さ
を
感
じ
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
か
?
デ
ス
ク
ワ
ー
ク
な
ど
で

長
時
間
に
わ
た
っ
て
同
じ
姿
勢
を

取
り
続
け
て
い
る
と
、
筋
肉
が
凝

り
固
ま
り
、
肩
や
腰
、
背
中
な
ど

に
負
担
が
か
か
り
ま
す
。
血
行
を

促
し
、
疲
労
が
蓄
積
し
な
い
よ
う
、

仕
事
の
合
間
に
ス
ト
レ
ッ
チ
を
取

り
入
れ
て
気
分
転
換
を
図
り
ま
し

ょ
う
。

　
そ
こ
で
今
回
は
、
胸
を
伸
ば
す

た
め
の
ス
ト
レ
ッ
チ
を
紹
介
し
ま

す
。
胸
を
伸
ば
す
運
動
は
腕
を
使

い
な
が
ら
行
い
ま
す
。
大
胸
筋
や

肋
間
（
ろ
っ
か
ん
）
筋
を
伸
展
さ

せ
ま
し
ょ
う
。
仕
事
の
合
間
に
、

時
折
体
を
動
か
し
て
リ
フ
レ
ッ
シ

ュ
し
て
く
だ
さ
い
ね
。

レッツ、トライ!　胸を伸ばすストレッチ

⑴いすに座り、手を
前で組んで準備を
します。

⑶両腕を上げて背筋
を伸ばします。

⑵両腕を前に出しなが
ら背中を丸めます。
肩甲骨周辺の筋肉を
伸ばしましょう。

⑷両腕を後方に引き
ながら胸を伸ばし
ます。視線はやや
上げましょう。

⑸手のひらを外側に
向け、両腕を横か
ら下ろします。

７つの部位を
使った体操
プログラム
「The Taiso
（ザ・タイソ
ウ）」はコチラ

体を動かすためのヒント

Ａ

8乙女座 〈全体運〉イレギュラーな対応が必要になり戸惑いがち。非常時こそ冷静に。下旬には状況が改善へ。焦
って答えを出さないで〈健康運〉発酵食品が多めのメニューで腸内環境を改善〈幸運の食べ物〉ナガイモ

おとめ

（8.23〜9.22）



文 
集

　
（
前
回
ま
で
）
東
京
で
空
襲
に
会
い
、
多
く
の
人
々
が
地
方
へ
移

住
し
た
人
々
に
混
じ
り
、
私
も
母
と
共
に
中
新
田
町
へ
避
難
し
た
。

町
内
に
は
東
京
女
子
師
範
の
付
属
小
学
校
の
生
徒
が
既
に
疎
開
し
て
、

お
寺
な
ど
三
か
所
に
分
散
。
宿
泊
し
て
教
育
が
行
わ
れ
て
い
た
。

　

し
か
し
、
終
戦
後
は
次
々
に
上
京
し
て
行
っ
た
。
マ
ッ
カ
ー
サ
ー

元
帥
に
つ
い
て
も
ふ
れ
た
が
、
昭
和
二
十
年
八
月
末
の
こ
と
で
あ
る
。

　

東
北
地
方
に
も
占
領
軍
が
海
上
か
ら
上
陸
し
て
き
た
。
直
ち
に
日

本
占
領
す
る
た
め
で
塩
釡
港
か
ら
、
松
島
パ
ー
ク
ホ
テ
ル
に
駐
留
軍

本
部
が
置
か
れ
た
。

　

私
は
祖
母
が
い
た
北
仙
台
へ
〝
軌
道
っ
子
〞
に
乗
っ
て
行
っ
た
が
、

市
電
に
乗
る
と
仙
台
駅
な
ど
中
心
部
は
焼
け
跡
だ
っ
た
。
Ｇ
Ｉ
（
米

兵
）
が
あ
ち
こ
ち
で
見
受
け
ら
れ
、
花
京
院
に
は
ネ
オ
ン
つ
き
の
米

兵
用
の
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
が
で
き
て
い
た
。
子
供
に
と
っ
て
は
、
そ
の

Ｇ
Ｉ
た
ち
が
乗
っ
て
い
る
ジ
ー
プ
が
珍
し
か
っ
た
。
な
に
し
ろ
終
戦

後
に
は
町
内
に
乗
用
車
は
一
台
も
な
く
、
目
に
し
て
い
た
の
は
警
察

の
サ
イ
ド
カ
ー
一
台
と
バ
ス
、
ト
ラ
ッ
ク
だ
け
だ
っ
た
の
だ
。
し
ば

ら
く
し
て
ジ
ー
プ
を
組
み
立
て
る
玩
具
が
売
り
出
さ
れ
、
そ
れ
を
作

っ
た
。

　

ま
た
ゴ
ム
で
飛
ば
す
ヒ
ゴ
と
紙
で
製
作
す
る
飛
行
機
や
、
銅
線
と

磁
石
で
つ
く
る
モ
ー
タ
ー
な
ど
も
手
造
り
し
た
。

　

戦
時
中
〝
敵
性
〞
と
呼
ば
れ
た
野
球
で
あ
っ
た
が
、
プ
ロ
野
球
が

戦
後
す
ぐ
復
活
し
、
東
西
対
抗
が
行
わ
れ
た
こ
と
が
伝
わ
り
、
ラ
ジ

オ
放
送
さ
れ
た
。
地
方
で
は
高
校
、
中
学
生
が
試
合
を
し
た
り
、

「
ニ
ュ
ー
ス
タ
ー
」
と
い
う
チ
ー
ム
名
の
社
会
人
野
球
が
町
内
で
見

ら
れ
た
。

　

私
た
ち
子
供
も
見
よ
う
見
ま
ね
で
赤
Ｍ
と
呼
ば
れ
る
軟
式
庭
球
の

テ
ニ
ス
ボ
ー
ル
な
ど
を
使
っ
て
空
地
で
三
角
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
を
や
っ

て
遊
ぶ
よ
う
に
な
る
。
小
学
三
、
四
年
生
位
に
な
る
と
軟
式
野
球
も

試
み
る
よ
う
に
な
る
が
、
革
の
グ
ロ
ー
ブ
が
運
動
具
店
に
も
な
く
、

ズ
ッ
ク
に
少
し
ば
か
り
の
革
を
当
て
た
も
の
で
プ
レ
ー
し
た
の
で
あ

る
。

　

古
橋
廣
之
進
が
日
米
対
抗
水
泳
で
勝
っ
た
の
は
、
大
き
な
ニ
ュ
ー

ス
と
な
り
、
敗
戦
に
打
ち
ひ
し
が
れ
て
い
た
国
民
を
熱
狂
さ
せ
た
。

わ
れ
わ
れ
は
プ
ー
ル
が
な
く
、
川
原
で
或
い
は
小
川
で
水
泳
を
楽
し

ん
だ
。

　

ス
ポ
ー
ツ
と
い
え
ば
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
他
に
卓
球
は
古
川
高
校

の
選
手
の
活
躍
で
、
子
供
た
ち
の
間
で
も
冬
の
遊
び
と
な
り
、
家
庭

空襲̶幼い頃の思い出⑶ 本　間　俊太郎第６号（2018.12発行）より

の
テ
ー
ブ
ル
が
利
用
さ
れ
た
。
十
日
市
で
は
魚
屋
組
合
に
本
式
の
卓

球
台
が
置
か
れ
、
時
間
待
ち
の
組
合
員
が
や
っ
た
。
近
所
の
子
供
た

ち
も
そ
の
仲
間
に
加
わ
っ
た
。
ス
キ
ー
や
ス
ケ
ー
ト
も
な
ん
と
か
や

っ
て
遊
ん
だ
。

　

終
戦
後
に
は
出
版
物
も
な
く
、
紙
芝
居
と
貸
し
本
が
楽
し
み
だ
っ

た
が
、
数
年
経
ず
し
て
「
少
年
ク
ラ
ブ
」
や
「
野
球
少
年
」
な
ど
の

雑
誌
が
出
回
っ
た
。
丸
米
本
屋
さ
ん
で
立
ち
読
み
し
た
り
も
し
た
。

例
え
ば
大
人
用
の
「
野
球
界
」
や
美
術
の
「
み
ず
え
」
な
ど
に
も
美

し
い
絵
が
掲
載
さ
れ
て
い
た
の
で
手
に
取
っ
た
。
ま
た
古
本
で
は

「
岩
窟
王
」
デ
ュ
マ
作
＝
モ
ン
テ
ク
リ
ス
ト
伯
爵
な
ど
も
、
本
は
ル

ビ
つ
き
で
読
ん
だ
の
が
な
つ
か
し
い
。
小
学
校
の
前
に
社
会
教
育
の

た
め
の
公
民
館
が
建
て
ら
れ
た
。
そ
こ
に
は
図
書
も
少
な
い
け
れ
ど

あ
っ
た
。
私
は
そ
こ
で
「
世
界
美
術
全
集
」
を
見
て
楽
し
み
、
色
彩

が
豊
か
な
マ
チ
ス
や
奇
妙
な
ピ
カ
ソ
に
出
会
っ
た
。
子
供
な
の
で
、

印
象
派
や
シ
ュ
ー
ル
レ
ア
リ
ズ
ム
な
ど
の
解
説
が
な
さ
れ
て
い
た
が

十
分
理
解
し
な
い
ま
ま
、
い
ろ
い
ろ
な
絵
が
あ
る
の
に
驚
い
た
も
の

で
あ
る
。
学
校
の
音
楽
の
時
間
に
は
「
ユ
ー
モ
レ
ス
ク
」
（
ド
ヴ
ォ

ル
ザ
ー
ク
）
な
ど
を
教
室
の
レ
コ
ー
ド
で
聴
か
さ
れ
た
。
家
に
あ
っ

た
手
動
式
の
蓄
音
器
で
Ｓ
Ｐ
盤
の
レ
コ
ー
ド
で
戦
前
に
天
才
少
女
と

う
た
わ
れ
た
諏
訪
根
自
子
の
セ
レ
ナ
ー
ド
（
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
）、
タ

イ
ス
の
瞑
想
曲
（
マ
ス
ネ
）、
美
し
き
天
然
（
田
中
穂
積
）
な
ど
を

聞
い
た
。
し
か
し
、
自
分
で
は
木
琴
や
ハ
ー
モ
ニ
カ
を
吹
い
た
り
し

た
の
が
関
の
山
だ
っ
た
。
諏
訪
根
自
子
の
バ
イ
オ
リ
ン
の
響
き
は
子

供
心
に
も
不
思
議
な
美
し
さ
が
あ
っ
た
。
ま
た
近
所
の
音
楽
愛
好
家

に
交
響
曲
な
ど
を
聞
か
せ
て
も
ら
っ
た
。

　

食
べ
物
は
今
の
子
供
た
ち
と
同
じ
で
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
が
大
好
物
で

あ
る
。
母
の
実
家
は
農
家
な
の
で
鶏
を
つ
ぶ
し
て
カ
レ
ー
と
な
り
大

喜
び
し
た
。
甘
い
も
の
で
は
、
ま
ん
じ
ゅ
う
や
あ
ん
こ
の
〝
焼
き
〞

は
定
番
で
そ
の
う
ち
シ
ュ
ー
ク
リ
ー
ム
も
町
内
の
菓
子
店
で
売
ら
れ

る
よ
う
に
な
る
。
キ
ャ
ラ
メ
ル
は
雪
印
、
明
治
な
ど
多
種
類
で
あ
っ

た
。
ま
た
お
ま
け
つ
き
の
カ
バ
ヤ
も
あ
っ
た
。

　

物
が
不
足
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
農
家
は
み
な
鶏
を
買
い
、
わ

れ
わ
れ
は
病
気
に
な
っ
た
人
に
卵
を
買
っ
て
持
っ
て
い
っ
た
。
肉
屋

さ
ん
は
鶏
肉
が
中
心
で
、
牛
肉
な
ど
は
売
っ
て
い
な
か
っ
た
。
畜
産

は
戦
後
に
発
展
し
た
。
子
供
た
ち
に
兎
を
飼
育
す
る
こ
と
が
流
行
、

鳩
を
飼
う
人
が
増
え
た
。
私
は
兎
を
飼
い
、
草
刈
り
を
し
た
の
で
あ

る
。

　

子
供
の
視
線
か
ら
見
た
戦
後
は
以
上
の
よ
う
な
風
景
で
あ
る
。

　

産
経
新
聞
（
九
月
五
日
付
）
で
漢
検
の
高
坂
節
三
氏
が
、
ピ
ー
タ

ー
・
ド
ラ
ッ
ガ
ー
を
引
用
し
て
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
た
。

「
日
本
は
か
つ
て
は
き
わ
め
て
貧
し
く
、
農
業
を
主
と
し
た
国
で
階

級
と
身
分
に
縛
ら
れ
て
い
た
が
、
明
治
維
新
か
ら
三
〇
年
後
、
近
代

国
家
と
な
り
、
帝
政
ロ
シ
ア
を
破
れ
る
ほ
ど
の
軍
事
大
国
に
な
り
、

世
界
貿
易
の
一
角
を
占
め
る
よ
う
に
な
っ
た…

日
本
も
結
局
は
明
治

の
成
功
に
縛
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。
日
本
の
独
立
を
守
る
と
い
う
手
段

に
す
ぎ
な
か
っ
た
軍
事
力
が
目
的
そ
の
も
の
に
さ
れ
て
し
ま
っ

た
。
」

　

明
治
か
ら
一
五
〇
年
を
要
約
す
る
と
こ
う
な
る
。
ま
た
私
よ
り
少

し
年
長
だ
っ
た
作
詞
家
、
阿
久
悠
の
文
を
も
引
用
し
て
い
る
。

「
民
主
主
義
は
誰
か
の
口
を
借
り
て
き
て
（
彼
の
通
っ
て
い
た
小
学

校
で
）
第
一
声
を
発
し
た
。
そ
れ
は
実
に
〝
昨
日
ま
で
の
こ
と
は
悪

い
こ
と
、
昨
日
ま
で
と
逆
の
こ
と
を
や
っ
た
ら
よ
ろ
し
い
〞
と
い
っ

た
乱
暴
な
定
義
づ
け
で
、
先
生
よ
り
は
生
徒
が
え
ら
い
、
巡
査
よ
り

泥
棒
が
え
ら
い
、
親
よ
り
子
が
え
ら
い
と
い
っ
た
解
釈
が
大
真
面
目

で
通
用
し
た
。
ぼ
く
の
仲
間
に
も
、
先
生
に
不
行
儀
を
咎
め
ら
れ
る

と
、〝
先
生
、
民
主
主
義
や
で
〞
と
恫
喝
の
手
段
に
使
う
の
が
い
た

く
ら
い
で
あ
る
。

　

思
え
ば
こ
の
愚
か
し
く
、
滑
稽
で
、
乱
暴
な
民
主
主
義
の
解
釈
を

そ
の
後
、
誰
も
修
正
し
て
い
な
い
。
政
治
家
も
教
育
者
も
正
解
を
語

っ
て
い
な
い
。
ぼ
く
ら
ち
り
め
ん
じ
ゃ
こ
の
よ
う
な
少
年
が
、
そ
れ

ぞ
れ
の
成
長
過
程
で
、
わ
が
内
な
る
民
主
主
義
を
確
立
さ
せ
た
だ

け
」
（
阿
久
悠
『
生
き
っ
ぱ
な
し
の
記
』
）

　

小
学
校
四
年
生
に
な
っ
て
（
昭
和
二
十
四
年
）、
初
め
て
東
京
に

行
っ
た
。
東
北
本
線
の
夜
行
列
車
で
十
時
間
以
上
か
か
っ
た
。
上
野

駅
を
出
る
と
、
車
だ
ら
け
の
よ
う
な
大
都
会
を
目
に
し
た
。
夜
に
な

る
と
ネ
オ
ン
の
光
の
中
を
、
洪
水
の
よ
う
に
車
が
走
っ
て
い
た
。
さ

ら
に
都
心
に
進
む
と
、
国
会
議
事
堂
だ
け
が
建
っ
て
い
て
、
そ
の
周

辺
は
焼
け
野
原
だ
っ
た
。
翌
日
、
上
野
の
公
園
に
行
く
と
紙
く
ず
だ

ら
け
な
が
ら
、
沢
山
の
人
々
が
歩
い
て
い
て
、
そ
の
足
下
に
は
傷
痍

軍
人
の
人
々
が
白
い
病
衣
を
来
て
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
を
弾
い
て
い
た
。

こ
の
よ
う
な
東
京
と
は
異
な
り
、
わ
が
加
美
郡
の
旧
中
新
田
町
は
、

阿
久
悠
の
よ
う
に
語
っ
て
い
た
人
は
少
な
く
、
平
和
だ
が
、
人
々
は

食
べ
る
こ
と
に
必
死
に
生
き
て
い
た
。
農
家
も
商
店
も
。
そ
の
戦
乱

に
会
わ
な
か
っ
た
地
方
も
恐
ら
く
大
き
な
価
値
の
変
化
が
あ
っ
た
の

で
あ
ろ
う
。
私
た
ち
は
生
活
の
中
で
、
物
に
不
足
し
な
が
ら
な
ん
と

か
今
日
ま
で
生
き
て
き
た
の
で
あ
る
。
私
た
ち
の
中
に
は
中
学
を
卒

業
し
て
、
す
ぐ
就
職
の
た
め
東
北
本
線
に
乗
っ
た
人
た
ち
も
多
か
っ

た
。
あ
る
い
は
夜
学
で
高
校
、
大
学
へ
進
ん
だ
人
た
ち
も
い
る
だ
ろ

う
。
現
在
は
少
子
高
齢
社
会
下
で
か
つ
て
よ
り
豊
か
に
は
な
っ
た
が
、

人
口
の
自
然
減
少
が
見
ら
れ
、
社
会
が
衰
え
る
可
能
性
も
あ
る
。

　

冬
の
奥
羽
山
脈
を
眺
め
な
が
ら
、
若
い
人
た
ち
と
共
に
未
来
を
考

え
直
し
て
み
た
い
。
（
終
）

注
１　

諏
訪
根
自
子…

大
正
９
年
１
月
23
日
生
ま
れ

注
２　

阿
久
悠…

昭
和
12
年
２
月
７
日
生
ま
れ

注
１

注
２

と
が

9 YUME.2023.12 天秤座 〈全体運〉楽しい時間を持てます。金運も好調で、いつもより良いメニューを選ぶと◎。連絡は早めに。
素早く動くと開運に〈健康運〉人と会う予定を。笑顔での会話でストレス解消〈幸運の食べ物〉小松菜

てんびん

（9.23〜10.23）
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杜さん彩青さんが
15曲あまり熱唱

　ＪＡ加美よつばとＪＡ古川は９月４日、大
崎市民会館で「令和５年度大崎地区ＪＡのつ
どいコンサート」を開きました。演歌歌手の
杜このみさん、彩青さんを招き、昼夜２回合
わせて約800名が来場。
 イベントは、地域に根ざした協同組合とし
て組合員や地域住民と交流することを目的に、
ＪＡで供給する飲料水などの購入者を招待し
て毎年開いています。
 彩青さんは２人の師匠である細川たかしさ
んの「浪花節だよ人生は」をカバーで歌い上
げたほか、デビュー曲の「銀次郎 旅がらす」
などを披露。杜さんは新曲「葦風峠」や子ど
もの頃から親しんだ民謡で会場を盛り上げま
した。
　来場者は「生で聴く２人の歌唱力に元気を
もらった」と話しました。
  歌唱後には、２ＪＡの職員が特産品をプレ
ゼントしました。

WADAI YUME

わ　だ　い　ゆ　め

　ＪＡキャベツ部会は10月24日、
ＪＡ秋田おばこキャベツ部会の視
察を受け入れました。

　視察はＪＡキャベツ部会の庄子功部会長
も同行しＪＡの保冷施設と同部会員で１ヘ
クタールを栽培する株式会社原グリーンサ
ービスの圃場を視察しました。
　同部会の庄子部会長は「他地域の生産者
と情報交換することができた。お互いに抱
えている課題などを共有し今後のキャベツ
栽培に取り入れていきたい」と話しました。
　今後、同部会も視察研修や栽培講習会な
どを計画し、部会員内での栽培技術の統一
を図り品質向上と安定生産に努めていきま
す。

栽培方法や栽培技術など情報交換をした

手拍子をしながらコンサート

▲

を楽しんだ

▲古川産小麦と米粉を使ったうどん、
　加美よつば産トマトとタマネギを
　使ったケチャップ・ソース・カレ
　ーのセットを手渡した

ＪＡ加美よつばはＳＤＧｓに
取り組んでいます！

ＪＡ秋田おばこ
生産者と意見交換

蠍　座 〈全体運〉運勢は穏やか。人に助けられながらうまくいきます。あなたもできるだけ力になってあげて。
おしゃれにツキあり〈健康運〉食事は量より質が大切。バランス良く食べて〈幸運の食べ物〉セリ

さそり

（10.24〜11.22）



実演作業をじっくり眺める生産者

直播栽培確立で
「バッハオニオン」増産目指す

　ＪＡはＪＡブランドタマネギ「バッハオニオン」の作
付面積増加を目指し、全国的に注目されているタマネギ
の直播栽培を令和６年産より試験的に実施します。
　９月14日、ＪＡ玉葱部会員の尾出芳彦さんの圃場約30
アールで実演会を開きました。同日は多くの生産者に参
加してもらおうと同部会員や法人・営農組合を中心に周
知し会場には各種関係機関も合わせ21名が参加。
　作業は畝立てと同時進行で播種できるよう播種機をト
ラクターにセッティングし、４条播きによる作業を実演
しました。
　ＪＡでは、今回実演した圃場の巡回を繰り返し行い、
生育経過が分かるマニュアルを作成して玉葱部会員と共
有を図ります。７年産から本格的な導入を目指しており、
今後は、生産者やＪＡ、行政などと連携しながら普及拡
大を推進し生産量増に向け協力体制を強化していきます。

青年部宮崎支部が
小学校に稲刈り指導

　青年部宮崎支部は10月25日、賀美石小学校を訪
れ、５月に手植えをしたみやこがねもちの稲刈り
を指導しました。
　青年部員は５年生に鎌の使い方や刈り取った稲
の束ね方などを教えながら一緒に取り組みまし
た。また、刈り取った稲で、11月中旬に脱穀作業
の体験もします。
　稲刈りを体験した児童は「教わりながら上手に
鎌を使えたのでとても楽しかった」と話しまし
た。
　同支部では今後も積極的に農業体験を受け入
れ、地元の小学校と連携しながら子どもたちに農
業の魅力を伝えていきます。

秋晴れの中、自慢の腕競う
　ＪＡは10月18日、「第14回ＪＡ加美よつば組合
長杯パークゴルフ大会」を加美町のやくらいパー
クゴルフ場で開きました。
　雲ひとつない秋晴れでパークゴルフ日和の中、
優勝杯を目指し、91歳の最高齢者を筆頭に組合員
92名が元気はつらつとしたプレーで熱戦を繰り広
げました。
　プレーを楽しんだ参加者は「楽しみにしている
大会なので今年もプレーができて満足できた」と
話しました。
　ＪＡでは組合員加入促進・組織強化、健康増進
をテーマに掲げ、地域に根差したＪＡをめざし各
種イベントを開き交流の場を数多く提供していま
す。
大会成績は次の通り
男性優勝＝堀籠　文夫さん（色　麻）
女性優勝＝本田美代子さん（中新田）

全員で協力しながら杭掛けにも挑戦した工藤組合長（中）から優勝トロフィーを受け取る優勝者

11 YUME.2023.12 射手座 〈全体運〉勢いがあります。強行突破で勝利を収められますが、人を振り回してしまうことも。周囲への配慮
も忘れないで〈健康運〉フェースケアに力を入れて。髪もトリートメントを〈幸運の食べ物〉ブロッコリー

いて

（11.23〜12.21）



髙　橋　昴　世 さん
 （大崎市 出身）　

農業科３年生　　

青春ストーリー青春ストーリー

▲

色
麻
町
民
秋
ま
つ
り
で
も
直
売
し
た

★
現
在
の
目
標

陸
上
自
衛
隊
に
入
る
こ
と
！

陸
上
自
衛
隊
に
入
る
こ
と
！

こ

　10年ほど前に友人に誘われて、色麻幼稚園や保育
所の読み聞かせボランティアをするようになりました。
最近は加美町の「童話の会」にも参加し、紙芝居や大
型絵本、舞台に見立てたエプロンのポケットから人形
を出してお話しをするエプロンシアターなどを子ども
たちに見せています。また、人形劇をすることもあり
ますが、これは数人で息を合わせて人形を動かさなけ
ればいけないので、なかなか難しいです。
　ボランティア活動は月に２～３回ありますが、毎回
子どもたちが楽しんでくれている様子にこちらも元気
をもらえて嬉しくなりますね。
　今まで活動を続けてこられたのは家族や仲間の協力
のおかげと感謝しています。小さい時から本が好きだ
った私が、こういう形でボランティア活動ができるの
は幸せなことだと思っています。

小　松　れい子 さん

農
業
に
興
味
を
持
っ
た
き
っ
か
け
は
？

祖
父
母
が
農
家
で
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
な
ど
の
野
菜

を
育
て
た
り
、
ヤ
ギ
を
飼
っ
た
り
し
て
い
ま
し

た
。
長
期
休
暇
に
手
伝
い
を
す
る
中
で
農
業
に
興
味

を
持
っ
た
の
で
、
自
分
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
よ
う
と
思

い
加
美
農
業
高
校
に
入
学
し
ま
し
た
。

ど
ん
な
こ
と
を
勉
強
し
て
い
る
の
？

流
通
や
経
営
の
勉
強
と
し
て
、
自
分
た
ち
で
育

て
た
野
菜
を
自
分
た
ち
で
売
る
こ
と
を
学
ん
で

い
ま
す
。
約
10
種
類
の
野
菜
を
育
て
て
、
文
化
祭
や

学
校
の
即
売
会
な
ど
で
販
売
し
て
い
ま
す
。
文
化
祭

で
は
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
と
協
力
し
、
ネ
ギ
や
サ
ツ
マ
イ

モ
、
レ
タ
ス
な
ど
た
く
さ
ん
購
入
し
て
も
ら
え
て
嬉

し
か
っ
た
で
す
。

好
き
な
教
科
は
？

「
農
業
経
営
」
で
す
。
自
分
た
ち
で
売
る
商
品

（
野
菜
）
の
良
い
所
を
知
っ
て
ア
ピ
ー
ル
で
き

る
よ
う
に
、
調
理
・
試
食
を
し
た
り
も
し
ま
す
。

学
校
生
活
で
印
象
的
だ
っ
た
事
は
？

3
年
間
、
野
球
部
に
所
属
し
た
こ
と
で
す
。
部

活
を
通
し
て
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
学
び
、
成
長
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

色麻
支部

地域で輝く女性をご紹介ＹＵＭＥレディー

読み聞かせのボランティア活動

こう　　　せい

12山羊座 〈全体運〉上昇運。足の引っ張り合いがありそうですが、不毛なので関わらないように。独自路線で行く
のが成功の秘訣（ひけつ）〈健康運〉心和む音楽と香りの良いお茶でリラックス〈幸運の食べ物〉ミカン

やぎ

（12.22〜1.19）



▲取り組み内容などを研修しました

ＪＡ役員視察研修報告書
報告者：理事　畑中けい子　理事　青木　宏子

　令和５年８月23日～25日の３日間、北海道方面

「谷口農場」及び「熊谷農園」の取り組みについて視

察研修してきましたので報告いたします。

　初日は６次化産業の取り組みについて学ぶため、旭

川市の「谷口農場」を視察しました。

　初代が富山県魚津市より北海道へ入植してから120

年、現在地で開拓を進め、1968年に株式会社谷口農

場を設立しました。現在はパート・外国実習生４名を

含め34名の従業員で、経営総面積は75haで水稲

56ha、トマト４ha、トウモロコシ４ha、その他にも

豆・ジャガイモなどを生産しています。その中におい

て１次産業の生産では特別栽培米「ゆめぴりか」をは

じめ、トマト、トウモロコシなど15種類の農産物を、

２次産業の加工では、トマトジュース、野菜ジュース、

ゼリー、甘酒、味噌などを、３次産業の販売事業では

農場直売店や旭山動物園直営店「あさひやまファーム

ZOO」の運営・卸売業・OEM受託などにそれぞれ取

り組んでいます。

　また、「こだわりの生産から　まごころの加工まで」

をキャッチフレーズに「経営多角化の相乗効果を最大

限に発揮させ北海道で最高品質の農業法人の実現」を

目指し事業展開を行っています。

　自社工場での飲料製造を始めてから31年となり、

当時からスチール缶を再生可能資源として売り出して

いました。その他にも加工ラインを持っていることで、

メロンやトウモロコシを旬な時期に１次加工して保管

できるほか、近隣ＪＡや個人農場、酒屋などと連携し

て、特産物のイチゴ、豆、トウモロコシのジュースや

甘酒などの小ロットの生産もしています。それぞれの

缶のデザインは、スチール缶を包むフィルムのみを作

製しながら、コストを抑えて商品が生産できる体制と

なっていました。新商品の開発は、時にお客さまのク

レームから生まれることもあるそうです。６次化事業

の取り組みは販路を自分で探すことが一番大変で、地

域と連携したこだわりの原料や栽培方法、農園をアピ

ールした野菜を使うなど、特産品として売り出すこと

で産地間競争を勝ち抜かねばならないそうです。

　次に「熊谷農園」の四季彩の丘を視察しました。美

瑛町の広大な花畑の観賞にトラクターがけん引する乗

り合い車を使うアイデアは素晴らしいと思いました。

個人の農産物生産経営から観光農園として農業体験や

動物とのふれあいなど、農業の魅力で北海道を十分に

満喫でき、これも農業経営の一つなのだと感じました。

　いろいろな形の農業経営を研修しましたが、当ＪＡ

も特産品を開発したいと考えています。法人や農家の

６次化経営を指導・支援して特色ある独自の野菜を生

かしたジュースやゼリーなどを考察し、他社に加工を

依頼してＪＡ直売所の特産とすることで小ロットでリ

スクを小さくして実践できるのではないかと感じまし

た。

　以上、役員視察研修の報告と致します。

13 YUME.2023.12 水瓶座 〈全体運〉良い話が舞い込みますが、勘違いからおかしな雰囲気になることも。相手の話をよく聞き、
落ち着いて動いて〈健康運〉友人たちとのおしゃべりで気分が上向きに〈幸運の食べ物〉長ネギ

みずがめ

（1.20〜2.18）



集
落
座
談
会 

意
見
要
望
事
項
へ
の
回
答

《
農
業
振
興
・
指
導
関
係
》

1
．
飼
料
用
米
の
専
用
品
種
を
の
ぞ
く
主
食
用
米

品
種
の
作
付
け
で
奨
励
金
が
減
額
さ
れ
る
。
継

続
し
て
専
用
品
種
同
様
に
奨
励
金
を
交
付
し
て

ほ
し
い
。

　
　

飼
料
用
米
は
将
来
に
わ
た
る
主
食
用
米
の
作

付
面
積
の
抑
制
の
た
め
、
専
用
品
種
へ
の
誘
導

を
図
る
予
算
措
置
が
国
に
よ
っ
て
な
さ
れ
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
複
数
品
種
の
作
付
け
に
よ
る

作
業
効
率
の
悪
化
の
た
め
、
専
用
品
種
へ
の
切

り
替
え
が
進
ま
ず
、
逆
に
主
食
用
米
の
作
付
け

が
増
え
て
し
ま
う
こ
と
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
主
食
用
品
種
に
つ
い
て
も
専
用
品

種
同
様
の
措
置
が
さ
れ
る
よ
う
今
後
は
農
政
連

な
ど
を
通
じ
て
国
に
対
し
て
要
望
を
行
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

２
．
J
A
の
農
作
業
受
委
託
事
業
を
利
用
し
て

W
C
S
の
刈
り
取
り
を
依
頼
し
て
い
る
が
、
受

託
先
の
話
に
よ
る
と
機
械
の
老
朽
化
な
ど
に
よ

り
継
続
が
難
し
い
と
の
話
を
さ
れ
た
。
今
の
受

託
先
が
作
業
を
断
っ
た
場
合
で
も
J
A
で
別
の

受
託
先
を
仲
介
し
て
く
れ
る
の
か
。

　
　
Ｊ
Ａ
と
し
て
新
た
な
作
業
の
受
託
先
を
選
定

し
ま
す
が
、
受
託
先
が
見
つ
か
ら
な
い
場
合
や

受
託
条
件
に
変
更
が
生
じ
る
場
合
は
、
作
業
委

託
希
望
者
に
対
し
て
作
付
け
前
に
相
談
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

３
．
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
説
明
は
一
度
聞
い
た
だ

け
で
は
理
解
で
き
な
い
の
で
、
再
度
説
明
会
を

開
催
し
て
ほ
し
い
。

　
　

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
は
Ｊ
Ａ
特
例
や
、
経
過
措

置
に
よ
る
8
割
控
除
な
ど
の
適
用
に
よ
り
、
影

響
は
限
定
的
な
た
め
、
各
業
務
の
中
で
対
応
を

行
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
当
制
度
は
す
で
に
10
月

1
日
か
ら
開
始
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
今
後
の

説
明
会
の
開
催
は
計
画
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

４
．
ク
サ
ネ
ム
が
多
く
な
っ
て
い
る
の
で
雑
草
除

去
の
案
内
は
、
混
入
防
止
の
た
め
刈
り
取
り
時

期
よ
り
も
早
く
周
知
し
て
ほ
し
い
。

　
　

ク
サ
ネ
ム
は
長
期
間
に
わ
た
っ
て
出
芽
す
る

こ
と
か
ら
難
防
除
雑
草
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
湛

水
状
態
で
は
出
芽
が
抑
え
ら
れ
、
中
干
し
を
機

に
発
生
が
増
加
す
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
今
後

は
水
稲
情
報
な
ど
で
水
稲
の
生
育
ス
テ
ー
ジ
に

応
じ
た
ク
サ
ネ
ム
の
防
除
方
法
を
周
知
い
た
し

ま
す
。

５
．
飼
料
用
米
の
後
作
に
主
食
用
米
を
作
付
け
で

き
る
の
か
。

　
　
「
夢
あ
お
ば
」、「
東
北
2
1
1
号
」
と
い
っ

た
飼
料
用
米
の
専
用
品
種
に
つ
い
て
は
、
玄
米

の
形
状
が
主
食
用
米
と
は
大
き
く
異
な
る
た
め
、

コ
ン
タ
ミ
防
止
の
観
点
か
ら
後
作
で
の
主
食
用

米
の
作
付
け
を
制
限
し
て
お
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
現
在
推
奨
し
て
い
る
飼
料
用
米
専
用
品
種

の
「
ふ
く
ひ
び
き
」
は
、
福
島
県
で
は
う
る
ち

米
の
奨
励
品
種
と
な
っ
て
お
り
、
玄
米
の
形
状

は
通
常
の
主
食
用
米
と
同
等
で
あ
る
た
め
、
こ

ぼ
れ
籾
か
ら
発
生
す
る
稲
の
防
除
に
効
果
の
あ

る
「
プ
レ
チ
ラ
ク
ロ
ー
ル
剤
」（
初
期
除
草
剤

の
「
ソ
ル
ネ
ッ
ト
」、「
エ
リ
ジ
ャ
ン
」
）
を

使
用
し
て
コ
ン
タ
ミ
対
策
を
講
じ
る
こ
と
で
作

付
け
が
可
能
と
な
り
ま
す
。
な
お
、
令
和
6
年

播
種
用
の
「
ふ
く
ひ
び
き
」
転
用
種
子
に
つ
い

て
は
、
管
内
の
需
要
に
十
分
応
え
ら
れ
る
よ
う

に
60
ｔ
（
令
和
5
年
需
要
量
の
1.5
倍
）
を
確
保

し
て
い
ま
す
。

　

９
月
１
日
、
８
日
か
ら
14
日
ま
で
の
日
程
で
各
集
落
の
集
会
所
な
ど
を
会
場
に
開
催
し
ま
し
た
Ｊ
Ａ
集
落
座
談
会
で
は
、
組
合
員
の
皆
さ
ま
か
ら
多
く
の
ご

意
見
、
ご
要
望
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
中
か
ら
、
主
な
も
の
に
つ
い
て
回
答
い
た
し
ま
す
。

営
農
販
売
部

報告

14魚　座 〈全体運〉問題が山積みで頭の痛いときですが、有益な助言をくれる人も。信頼できる人を見極めましょう。
運勢は下旬に回復〈健康運〉カルシウム補給と関節のストレッチで骨を大切に〈幸運の食べ物〉セロリ

うお

（2.19〜3.20）



６
．
稲
作
情
報
を
い
ち
早
く
提
供
し
て
も
ら
い
た

い
。
特
に
今
年
は
異
常
気
象
だ
っ
た
の
で
い
つ

も
以
上
に
こ
ま
め
な
情
報
提
供
を
し
て
も
ら
い

た
い
。

　
　

令
和
5
年
は
こ
れ
ま
で
経
験
し
た
こ
と
の
な

い
高
温
下
で
の
水
稲
栽
培
と
な
り
、
生
育
も
大

幅
に
早
ま
っ
た
こ
と
で
、
適
期
に
適
切
な
稲
作

情
報
を
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

今
後
は
関
係
機
関
と
連
携
し
て
迅
速
に
情
報
収

集
を
行
い
、
必
要
に
応
じ
て
緊
急
情
報
を
発
信

す
る
こ
と
で
適
切
な
水
稲
情
報
の
提
供
に
努
め

ま
す
。

《
米
集
荷
・
販
売
関
係
》

７
．
米
を
出
荷
す
る
際
、
割
り
当
て
さ
れ
た
出
荷

日
ま
で
連
休
が
入
り
期
間
が
空
く
場
合
は
、
割

り
当
て
ら
れ
た
日
以
外
の
日
で
も
搬
入
さ
せ
て

ほ
し
い
。

　
　

連
休
な
ど
で
割
り
当
て
の
出
荷
日
ま
で
期
間

が
空
い
て
作
業
に
支
障
が
生
じ
る
場
合
に
は
、

臨
時
の
出
荷
日
を
設
け
る
な
ど
の
対
応
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
所
轄
の
拠
点
セ
ン
タ
ー
や

倉
庫
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

８
．
米
価
が
昨
年
度
よ
り
引
き
上
げ
ら
れ
て
い
る

が
、
生
産
費
の
高
騰
に
は
追
い
つ
い
て
い
な
い
。

J
A
と
し
て
更
な
る
概
算
金
の
引
き
上
げ
対
策

を
し
て
ほ
し
い
。

　
　

令
和
5
年
産
米
の
概
算
金
単
価
設
定
の
協
議

に
お
い
て
は
、
当
Ｊ
Ａ
と
し
て
更
な
る
引
き
上

げ
を
全
農
宮
城
県
本
部
に
要
請
し
ま
し
た
が
、

販
売
環
境
や
取
引
先
の
動
向
な
ど
か
ら
、
ひ
と

め
ぼ
れ
１
等
米
の
生
産
者
渡
し
概
算
金
は
1
万

1
，5
0
0
円
／
60
ｋ
ｇ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
今
後
の
作
柄
や
需
給
動
向
、
販
売
情

勢
に
よ
っ
て
は
概
算
金
の
追
加
払
い
も
検
討
い

た
し
ま
す
。
ま
た
、
生
産
費
を
適
切
に
反
映
し

た
農
畜
産
物
の
「
適
正
な
価
格
形
成
に
向
け
た

仕
組
み
の
構
築
」
の
必
要
性
を
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ

と
し
て
政
府
や
消
費
者
、
取
引
先
に
対
し
て
求

め
て
ま
い
り
ま
す
。

《
生
産
資
材
関
係
》

９
．
加
美
よ
つ
ば
専
用
肥
料
の
「
ぶ
な
」
と
「
清

流
」
に
は
肥
料
高
騰
対
策
奨
励
金
が
あ
る
が
、

同
じ
く
加
美
よ
つ
ば
専
用
で
あ
る
、「
有
機
エ

ー
ス
」
に
は
な
い
の
で
、
同
様
に
肥
料
高
騰
対

策
奨
励
金
を
付
け
て
ほ
し
い
。

　
　

輸
入
原
料
価
格
の
上
昇
に
伴
い
、
リ
ン
酸
・

カ
リ
を
多
く
含
む
「
ぶ
な
」「
清
流
」
に
対
し

値
上
げ
幅
を
抑
え
る
た
め
奨
励
対
策
を
講
じ
て

お
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
次
年
度
以
降
は
有
機

質
肥
料
な
ど
の
値
上
げ
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か

ら
、
専
用
肥
料
の
「
有
機
エ
ー
ス
」
に
つ
い
て

も
価
格
動
向
を
踏
ま
え
奨
励
対
象
品
目
に
な
る

か
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

10
．
肥
料
を
20
ｋ
ｇ
で
は
な
く
15
ｋ
ｇ
規
格
で
販

売
し
て
ほ
し
い
。

　
　

肥
料
袋
の
ほ
と
ん
ど
が
20
ｋ
ｇ
袋
と
な
っ
て

い
ま
す
が
、
近
年
の
農
業
従
事
者
の
高
齢
化
に

伴
い
、
15
ｋ
ｇ
袋
や
10
ｋ
ｇ
袋
な
ど
、
需
要
に

合
わ
せ
た
商
品
の
取
り
扱
い
を
検
討
し
て
ま
い

り
ま
す
。

11
．
箱
処
理
剤
の
返
品
受
付
が
で
き
な
い
も
の
に

関
し
て
、
今
後
返
品
で
き
る
よ
う
に
対
応
し
て

ほ
し
い
。

　
　

追
加
注
文
品
に
つ
い
て
は
返
品
受
付
が
で
き

な
い
商
品
も
あ
り
ま
す
が
、
注
文
書
掲
載
品
目

（
箱
処
理
剤
を
含
む
）
に
つ
い
て
は
、
返
品
対

応
が
可
能
で
す
。
購
買
窓
口
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

12
．
店
舗
に
置
い
て
あ
る
品
物
の
価
格
が
近
い
う

ち
に
上
が
る
の
で
あ
れ
ば
、
事
前
に
情
報
提
供

を
し
て
も
ら
い
た
い
。

　
　

資
材
価
格
の
改
定
は
、
情
報
が
入
り
次
第
購

買
窓
口
を
通
じ
て
で
き
る
だ
け
早
く
情
報
提
供

い
た
し
ま
す
。

１
．
給
油
所
が
事
業
移
管
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
現

状
と
何
が
変
わ
る
の
か
。

　
　

全
農
卸
し
機
能
と
の
統
合
に
よ
り
、
販
売
力

お
よ
び
価
格
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
つ
な
げ
て
ま

い
り
ま
す
。
た
だ
し
、
小
野
田
給
油
所
と
色
麻

給
油
所
に
お
け
る
ピ
ッ
ト
作
業
（
オ
イ
ル
交

換
・
タ
イ
ヤ
交
換
な
ど
）
の
ほ
か
門
型
洗
車
機

（
小
野
田
給
油
所
）
の
利
用
に
つ
い
て
は
廃
止

い
た
し
ま
す
。
ご
不
便
を
お
掛
け
致
し
ま
す
が
、

今
後
は
自
動
車
セ
ン
タ
ー
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

農
機
自
燃
部
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Ｊ
Ａ
は
９
月
９
日
、「
第
20
回
組
合
長
旗
争
奪
ス
ポ
ー
ツ
少
年
野
球
大
会
」
を
色

麻
町
屋
外
運
動
場
で
開
き
、
色
麻
小
あ
た
ご
ク
ラ
ブ
が
７
年
ぶ
り
に
優
勝
に
輝
き

ま
し
た
。
大
会
に
は
、
加
美
郡
内
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年
野
球
４
チ
ー
ム
が
出
場
し
、

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
で
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。
雨
が
降
っ
た
後
の
コ
ン
デ
ィ
シ

ョ
ン
の
悪
い
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
し
た
が
、
選
手
た
ち
は
爽
や
か
な
汗
を
流
し
な
が
ら

気
迫
あ
ふ
れ
る
プ
レ
ー
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

　
優
勝
し
た
色
麻
小
あ
た
ご
ク
ラ
ブ
は
チ
ャ
ン
ス
を
逃

さ
ず
着
実
に
点
を
重
ね
、
１
回
戦
、
決
勝
戦
と
も
に
逆

転
勝
利
と
な
り
ま
し
た
。
９
月
30
日
開
催
の
Ｊ
Ａ
共

済
少
年
野
球
大
会
宮
城
県
大
会
に
Ｊ
Ａ
加
美
よ
つ
ば

の
代
表
と
し
て
出
場
し
ま
し
た
。

　
地
域
住
民
と
次
世
代
を
担
う
若
者
と
の
積
極
的

な
ふ
れ
あ
い
活
動
と
し
て
始
ま
っ
た
本
大
会
は
、

今
回
20
回
目
の
節
目
を
迎
え
ま
し
た
。
出
場
し
た

チ
ー
ム
に
は
記
念
品
と
し
て
、
ボ
ー
ル
と
ソ
ッ

ク
ス
の
ほ
か
、
地
元
産
の
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ

ト
や
家
の
光
協
会
の
小
学
生
向
け
雑
誌
『
ち
ゃ

ぐ
り
ん
』
な
ど
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
結
果
は
左
記
の
通
り
で
す
。

優
　
勝
　
色
麻
小
あ
た
ご
ク
ラ
ブ

準
優
勝
　
小
野
田
ス
タ
ー
ズ

第
３
位
　
中
新
田
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

第
４
位
　
宮
崎
リ
ト
ル
山
王

最
優
秀
選
手
　
岡
本
　
健
介
さ
ん
（
色
麻
小
あ
た
ご
ク
ラ
ブ
）

優
秀
選
手
　
畠
山
　
成
覇
さ
ん
（
小
野
田
ス
タ
ー
ズ
）

　
　
〃
　
　
　
佐
々
木
龍
翔
さ
ん
（
中
新
田
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
）

　
　
〃
　
　
　
宮
崎
　
千
陽
さ
ん
（
宮
崎
リ
ト
ル
山
王
）

け
ん
す
け

せ
い
　

は

り
　
と

ち
　

は
る

色麻小あ
たごクラ

ブが

７年ぶり
に優勝！色麻小あ

たごクラ
ブが

第20回

７年ぶり
に優勝！

Ｊ
Ａ
加
美
よ
つ
ば
組
合
長
旗
争
奪

ス
ポ
ー
ツ
少
年
野
球
大
会

色麻小あたごクラブ

小野田スターズ宮崎リトル山王

中新田ベースボールクラブ

色麻小あたごクラブ

小野田スターズ宮崎リトル山王

中新田ベースボールクラブ
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２
．
免
税
軽
油
の
手
続
き
対
応
に
つ
い
て
教
え
て

ほ
し
い
。

　
　

春
の
集
落
座
談
会
で
も
ご
案
内
の
と
お
り
、

令
和
６
年
度
使
用
の
免
税
軽
油
に
か
か
る
申
請

手
続
き
は
、
引
き
続
き
Ｊ
Ａ
で
代
行
い
た
し
ま

す
。
申
請
時
期
に
な
り
ま
し
た
ら
改
め
て
ご
案

内
い
た
し
ま
す
。

３
．
給
油
所
移
管
後
も
オ
イ
ル
の
予
約
注
文
を
継

続
し
て
ほ
し
い
。

　
　

農
機
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
継
続
で
き
る
よ
う
進

め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

４
．
給
油
所
移
管
後
も
定
期
配
送
は
行
う
の
か
。

　
　

移
管
後
も
全
農
東
北
エ
ネ
ル
ギ
ー
㈱
よ
り
配

送
い
た
し
ま
す
。
引
き
続
き
ご
利
用
を
お
願
い

し
ま
す
。

１
．
県
内
の
他
J
A
で
葬
祭
供
物
を
利
用
し
た
際
、

組
合
員
割
（
5
％
引
）
で
利
用
し
て
い
る
方
が

い
た
。
当
Ｊ
Ａ
で
も
検
討
し
て
も
ら
い
た
い
。

　
　

葬
祭
供
物
は
、
ご
遺
族
宅
で
の
申
し
込
み
も

多
い
こ
と
か
ら
組
合
員
確
認
が
困
難
で
あ
る
た

め
、
組
合
員
割
を
設
定
し
づ
ら
い
商
品
と
な
り

ま
す
。
管
内
葬
儀
社
の
価
格
動
向
を
ふ
ま
え
て

組
合
員
の
皆
さ
ま
が
ご
利
用
し
や
す
い
価
格
設

定
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

２
．
葬
祭
セ
ン
タ
ー
の
家
族
葬
プ
ラ
ン
が
30
万
円

と
な
っ
て
い
る
が
、
他
の
業
者
で
は
も
っ
と
安

い
価
格
だ
っ
た
。
J
A
で
も
何
種
類
か
ラ
ン
ク

を
設
け
て
は
ど
う
か
。

　
　
Ｊ
Ａ
葬
祭
セ
ン
タ
ー
で
は
、
ご
遺
族
さ
ま
の

お
別
れ
の
希
望
に
よ
り
プ
ラ
ン
を
設
け
て
お
り

ま
す
。「
や
す
ら
ぎ
ホ
ー
ル
菩
提
」
を
利
用
し

た
10
〜
15
名
さ
ま
規
模
の
家
族
葬
か
ら
、「
や

す
ら
ぎ
ホ
ー
ル
よ
つ
ば
」
を
利
用
し
た
大
勢
の

方
で
お
見
送
り
を
い
た
だ
く
プ
ラ
ン
ま
で
、
ご

家
族
さ
ま
の
最
期
の
お
別
れ
に
寄
り
添
う
ご
提

案
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
事
前
相

談
な
ど
随
時
う
け
た
ま
わ
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

１
．
研
修
バ
ス
を
廃
止
に
し
な
い
で
ほ
し
い
。
ま

た
、
廃
止
に
す
る
な
ら
助
成
を
し
て
ほ
し
い
。

　
　

平
成
18
年
に
導
入
し
て
か
ら
18
年
が
経
過
し
、

車
両
の
故
障
も
頻
繁
に
発
生
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
安
全
面
お
よ
び
経
費
面
を
考
え
研
修
バ
ス

を
廃
車
し
ま
し
た
。
ま
た
、
運
転
手
お
よ
び
同

行
職
員
の
労
務
管
理
と
費
用
圧
縮
を
図
る
た
め
、

新
規
導
入
を
見
送
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
の
で

ご
理
解
願
い
ま
す
。
今
後
は
、
次
年
度
計
画
策

定
に
お
い
て
助
成
措
置
を
検
討
い
た
し
ま
す
。

組
合
員
の
皆
さ
ま
に
は
長
ら
く
研
修
会
な
ど
で

ご
利
用
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

２
．
９
月
の
座
談
会
は
必
要
な
の
か
。
座
談
会
の

在
り
方
を
考
え
て
ほ
し
い
。

　
　

現
在
、
年
２
回
集
落
座
談
会
を
開
催
し
て
い

ま
す
。
座
談
会
の
在
り
方
に
つ
い
て
は
９
月
は

管
理
部

生
活
部

米
の
集
荷
、
次
年
度
の
生
産
資
材
の
注
文
を
中

心
に
意
見
交
換
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
近
年
、

９
月
の
座
談
会
に
は
法
人
、
営
農
組
合
に
加
入

し
て
い
る
方
の
出
席
が
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

今
後
に
つ
い
て
は
、
組
合
員
の
皆
さ
ま
の
ご
意

見
を
い
た
だ
き
な
が
ら
座
談
会
の
在
り
方
を
実

行
組
合
長
会
議
に
お
い
て
検
討
し
て
ま
い
り
ま

す
。

３
．
農
機
セ
ン
タ
ー
職
員
の
増
員
を
強
く
望
む
。

ま
た
、
若
い
人
材
育
成
を
強
く
希
望
す
る
。
農

機
セ
ン
タ
ー
に
地
元
の
職
員
が
い
な
い
の
で
地

元
出
身
の
職
員
配
置
を
お
願
い
し
た
い
。

　
　

農
機
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
、
効
率
的
な
事

業
運
営
の
構
築
を
行
う
に
あ
た
り
、
中
期
３
カ

年
計
画
の
実
践
に
向
け
て
現
在
検
討
を
行
っ
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
、
職
員
の
増
員
お
よ

び
若
い
人
材
の
確
保
に
つ
い
て
も
、
毎
年
新
規

職
員
の
採
用
と
中
途
職
員
の
採
用
募
集
を
随
時

行
っ
て
お
り
ま
す
。
今
後
は
、
農
業
機
械
整
備

の
専
門
的
知
識
、
技
能
の
習
得
や
能
力
の
レ
ベ

ル
ア
ッ
プ
を
図
る
と
と
も
に
、
定
期
的
に
出
身

区
域
も
考
慮
し
た
人
事
異
動
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

ぼ　
だ
い
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生 活 部

　
Ｊ
Ａ
は
９
月
９
日
、「
第
20
回
組
合
長
旗
争
奪
ス
ポ
ー
ツ
少
年
野
球
大
会
」
を
色

麻
町
屋
外
運
動
場
で
開
き
、
色
麻
小
あ
た
ご
ク
ラ
ブ
が
７
年
ぶ
り
に
優
勝
に
輝
き

ま
し
た
。
大
会
に
は
、
加
美
郡
内
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年
野
球
４
チ
ー
ム
が
出
場
し
、

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
で
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。
雨
が
降
っ
た
後
の
コ
ン
デ
ィ
シ

ョ
ン
の
悪
い
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
し
た
が
、
選
手
た
ち
は
爽
や
か
な
汗
を
流
し
な
が
ら

気
迫
あ
ふ
れ
る
プ
レ
ー
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

　
優
勝
し
た
色
麻
小
あ
た
ご
ク
ラ
ブ
は
チ
ャ
ン
ス
を
逃

さ
ず
着
実
に
点
を
重
ね
、
１
回
戦
、
決
勝
戦
と
も
に
逆

転
勝
利
と
な
り
ま
し
た
。
９
月
30
日
開
催
の
Ｊ
Ａ
共

済
少
年
野
球
大
会
宮
城
県
大
会
に
Ｊ
Ａ
加
美
よ
つ
ば

の
代
表
と
し
て
出
場
し
ま
し
た
。

　
地
域
住
民
と
次
世
代
を
担
う
若
者
と
の
積
極
的

な
ふ
れ
あ
い
活
動
と
し
て
始
ま
っ
た
本
大
会
は
、

今
回
20
回
目
の
節
目
を
迎
え
ま
し
た
。
出
場
し
た

チ
ー
ム
に
は
記
念
品
と
し
て
、
ボ
ー
ル
と
ソ
ッ

ク
ス
の
ほ
か
、
地
元
産
の
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ

ト
や
家
の
光
協
会
の
小
学
生
向
け
雑
誌
『
ち
ゃ

ぐ
り
ん
』
な
ど
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
結
果
は
左
記
の
通
り
で
す
。

優
　
勝
　
色
麻
小
あ
た
ご
ク
ラ
ブ

準
優
勝
　
小
野
田
ス
タ
ー
ズ

第
３
位
　
中
新
田
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

第
４
位
　
宮
崎
リ
ト
ル
山
王

最
優
秀
選
手
　
岡
本
　
健
介
さ
ん
（
色
麻
小
あ
た
ご
ク
ラ
ブ
）

優
秀
選
手
　
畠
山
　
成
覇
さ
ん
（
小
野
田
ス
タ
ー
ズ
）

　
　
〃
　
　
　
佐
々
木
龍
翔
さ
ん
（
中
新
田
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
）

　
　
〃
　
　
　
宮
崎
　
千
陽
さ
ん
（
宮
崎
リ
ト
ル
山
王
）

け
ん
す
け

せ
い
　

は

り
　
と

ち
　

は
る

色麻小あ
たごクラ

ブが

７年ぶり
に優勝！色麻小あ

たごクラ
ブが

第20回

７年ぶり
に優勝！

Ｊ
Ａ
加
美
よ
つ
ば
組
合
長
旗
争
奪

ス
ポ
ー
ツ
少
年
野
球
大
会

色麻小あたごクラブ

小野田スターズ宮崎リトル山王

中新田ベースボールクラブ

色麻小あたごクラブ

小野田スターズ宮崎リトル山王

中新田ベースボールクラブ
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管 理 部

人事異動のお知らせ（敬称略）

令和５年10月１日付

金融共済部加美支店金融課　　佐々木　夏　希（金融共済部金融課窓口担当）

管 理 部 付　　　　　高　橋　香　織（管理部総務課）

（ ）は旧部署

金融共済部金融課　　　　髙　橋　華　奈（金融共済部加美支店金融課）
窓口業務・移動店舗車担当

ご葬儀・ご法事のご用命は

　ＪＡ加美よつばには「やすらぎホールよつば」「やすらぎホール
菩提」の２つの葬祭会館があり、10～15名さまの小規模での家族
葬義プランや大勢の方でお見送りいただくプランなど多様な形式か
らお選びいただけます。おひとりおひとりの想いを大切に、心に残
るご葬儀のお手伝いをさせていただきます。

ＪＡ加美よつば葬祭センターへ
～信頼と安心でご家族様の最後のお別れに寄り添います～

〈ご葬儀・ご法要・生花・供物〉事前相談・ご注文受付中

０２２９－６３－５１１００２２９－６３－５１１０
365日「もしものときに」24時間受付中

～携帯電話に登録で　すぐにつながって安心～

加美町字町裏180－２

ＪＡ加美よつば葬祭センター

ＪＡ葬祭

TEL：0229－64－2102（商品券・供物・法要受付）

17 YUME.2023.12



みんなの声みんなの声
おたよりで作る ※誌面の都合上、内容を簡潔に伝えるた

めに、文章を変更する場合があります
のでご了承ください。コーナー

理事会報告 全議案原案どおり承認されました

第９回９月臨時理事会（令和５年９月７日開催）
第１号議案　令和５年産米概算金の決定について
第２号議案　令和５年産米生産者買取価格の設定について

第10回９月定例理事会（令和５年９月28日開催）
第１号議案　令和５年度上半期決算基準について
第２号議案　当組合における取引のリスク評価書（特定

事業者作成書面等）の改正について

第11回10月定例理事会（令和５年10月30日開催）
第１号議案　第２四半期経営検討書について

監事会報告 全議案原案どおり承認されました

第７回10月監事会（令和５年10月５日開催）
第１号議案　令和５年度上半期棚卸監査結果について

　
も
う
す
ぐ
令
和
６
年
を
迎
え
ま
す
。

そ
こ
で
皆
さ
ん
の

目
標
に
つ
い
て
ど

ん
ど
ん
お
寄
せ
く

だ
さ
い
。

遠
方
に
住
む
孫
娘
に
コ
ロ
ナ
前
の

生
後
３
カ
月
の
時
以
来
、
３
年
５

カ
月
ぶ
り
で
会
い
ま
し
た
。「
あ

〜
ち
ゃ
ん
と
お
風
呂
入
り
た
い
」

「
一
緒
に
寝
た
い
」
と
言
わ
れ
た

時
は
感
動
し
ま
し
た
。

（
色
麻　
あ
〜
ち
ゃ
ん
さ
ん
）

侍
ジ
ャ
パ
ン
の
野
球
で
、
色
々
と

感
動
す
る
こ
と
ば
か
り
あ
り
ま
し

た
。
楽
天
イ
ー
グ
ル
ス
に
も
頑
張

っ
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

（
中
新
田　
Ｍ
・
Ｓ
さ
ん
）

８
月
６
日
の
大
相
撲
仙
台
場
所
に

行
っ
た
こ
と
で
す
。
力
士
た
ち
と

直
接
会
っ
て
握
手
を
し
た
り
、
サ

イ
ン
を
も
ら
っ
た
り
し
ま
し
た
。

皆
さ
ん
と
て
も
気
さ
く
で
驚
き
ま

し
た
。

（
中
新
田　
よ
ん
ぞ
う
さ
ん
）

　
高
校
生
の
孫
が
も
の
づ
く
り
コ
ン

テ
ス
ト
（
旋
盤
）
の
東
北
大
会
で

優
勝
し
た
こ
と
で
す
。
全
国
大
会

も
あ
る
の
で
家
族
全
員
で
応
援
し

て
い
ま
す
。

（
宮
崎　
Ｔ
・
Ｓ
さ
ん
）

今
年
の
猛
暑
の
中
で
見
た
、
サ
ト

イ
モ
の
「
花
」
で
す
。
品
が
あ
り

暫
し
暑
さ
も
忘
れ
て
眺
め
ま
し
た
。

（
宮
崎　
タ
ヌ
ー
ペ
さ
ん
）

高
校
生
に
な
る
孫
の
剣
道
の
試
合

を
久
し
ぶ
り
に
見
に
行
き
、
成
長

を
感
じ
な
が
ら
応
援
し
た
こ
と
で

す
。
見
事
、
優
勝
し
た
姿
に
も
感

動
し
ま
し
た
。

（
小
野
田　
孫
の
成
長
を
楽
し
み

に
し
て
い
る
バ
ー
バ
さ
ん
）

　
　

た
く
さ
ん
の
お
便
り
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
来

月
号
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。
（
広
報
担
当
）

来
月
号
の
テ
ー
マ
は

「
令
和
６
年
の
目
標
」

　
　
　
　
　
　
　
　 
で
す
。

今月号のテーマは「今年一番感動したこと」

私たちのJA〈令和５年10月末 〉　●組合員数（正）6,090名

●組合員戸数（正・准）5,397戸　●組合員数（准）1,128名

ご相談は本店金融課・
加美支店・共済センターまで

組合員資格の確認を
　　　　実施いたします

　組合員資格など（氏名、住所、組合員資格の区分など）に
変更がある場合は、最寄りのＪＡ支店・拠点センターまでお
申し出ください。

管理部
から

イブニングサービス
（金融・共済業務窓口相談日）

12月は13日㈬・27日㈬
毎月第2・第4水曜日 午後７時まで
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今月のプレゼント

〈商品のお問い合わせは〉直売所「愛菜ハウス」へ
〈Aコープマーク品のお問い合わせは〉拠点センター営農経済課へ

とまとケチャップ
１本（380ｇ） 　　　 490円（税込）参考価格

　太陽の光をいっぱい浴
びて育った完熟トマトに
こだわり、着色料や保存
料を一切使わずに仕上げ
ました。一瓶にトマト約
16個分が凝縮されてい
ます。とても濃厚な味で
一度食べたらやみつきに
なること間違いなし！

今月のプ
レゼント

は

「とまと
ケチャッ

プ」

１本を４
名の方に

！

19

「YUME」編集係 行

９８１ 4１ 2 2
郵  便  は  が  き

色麻町四𥧄字枛木町14番地の１

加美よつば農業協同組合

お手数ですが
63円切手を
お貼りください

ご住所　〒　　　－

お名前 P.N.（ご希望の方）

（　　　）　　－
年齢
　　　　歳

性別
　男 ・ 女

電話番号

（
キ
リ
ト
リ
線
）

ま ちがいさがし
右のイラストには左のイラストと違う部分が５カ所あります。
間違っている部分を左下の枠内の数字で探しましょう。

《応募方法》正解者の中から抽選で、下記に掲載の「とまとケチャップ」１
本を４名の方にプレゼント。ハガキ（左下掲載ハガキでも可）、メールまた
は各拠点センター窓口にある応募用紙に解答・来月号のテーマに寄せた内容ま
たはご意見・住所・氏名・電話番号を書いて左下掲載ハガキの宛先またはＪＡ
窓口までご応募ください。

締 切  11月30日（木）

10月号の答え
２…トラックの荷物の量が違う
３…サツマイモの数が違う
８…袖のラインがない
９…サツマイモの葉が少ない
12…タオルがかかっている

コミュニティ情報誌
かみんぐvol.24
クロスワードパズル
の答え
「フユジタク」

＊個人情報取扱いについて　ご応募に際して取得しました個人情報は、プ
レゼントの抽選・発送、広報誌の編集企画の目的以外には使用しません。
ただしＪＡからのお知らせを送付させて頂く事がありますのでご了承くだ
さい。また、承諾なく第三者に提供致しません。



まちがいさがしの答え（数字を５つ記入してください）

「みんなの声」または「みんなのご意見広場」へのお便り

広報誌への掲載

▲  可　・　匿名（P.N.）なら可　・　不可

応 募 用 紙

（○で囲んでください）

　
10
月
29
日
、
11
月
５
日
に
開
催
し
た
Ｊ
Ａ
秋
ま
つ
り
に
は

多
く
の
方
々
に
ご
来
場
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
両
日
と
も
に
天
候
も
大
き
く
崩
れ
る
こ
と
な
く
、
農
産

物
品
評
会
や
新
鮮
野
菜
の
即
売
会
、

女
性
部
員
の
作
品
展
示
と
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
販
売
な
ど
終
始
大
盛
況
の

内
に
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
後
、
イ
ベ
ン
ト
の
様
子
を
広
報

誌
な
ど
で
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
の
で
、
お
楽
し
み
に
！！の

く

ラ
　夕暮れから夜間にかけて、道路横断中の歩行者が車と衝突して
死亡する交通事故が多発しています。
　宵闇がただよい始めて、周囲が見えにくくなる頃合、歩行者も
ドライバーも「ラ・ラ・ラ」を合言葉にいち早く自分の存在をア
ピールするとともに、ドライバーは、進路右側からの横断歩行者
に注意をはらう「ラ・ラ・ラ運動」を実践し、夕暮れ時の事故を
防ぎましょう。

ララ
ライト・オ

ン
Light on
早めのライ

ト点灯

ライト・ア
ップ

Light up
目立つ装備

・服装
ライト・ケ

アフル

Right ca
reful

右側注意

ライト・オ
ン

Light on
早めのライ

ト点灯

ライト・ア
ップ

Light up
目立つ装備

・服装
ライト・ケ

アフル

Right ca
reful

右側注意

夕暮れ時の交通事故防止！夕暮れ時の交通事故防止！

合い言葉は「ラ・ラ・ラ」合い言葉は「ラ・ラ・ラ」

ラ・ラ・
ラ

運動
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編 集 後 記

JA
加
美
よ
つ
ば
広
報
誌
   よ
つ
ば
のYU

M
E

vol.272　
令
和
５
年
11月

17日
発
行

発
行
●
加
美
よ
つ
ば
農
業
協
同
組
合
　
管
理
部
総
務
課

　
　
　
宮
城
県
加
美
郡
色
麻
町
四
𥧄
字
枛
木
町
14番

地
の
1

　
　
　
☎
0229（

66）
1222


